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す
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す
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一
〇

教
育
委
員
会

〇
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令�

一
一

〇
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育
委
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会
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会
の
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一
一

選
挙
管
理
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会

〇
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演
説
会
等
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催
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こ
と
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設
の
告
示
の
一
部
改
正�

一
一

規

則

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
五
号

　
　
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
一
年
宮
城
県
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
の
二
第
一
項
中
「
相
続
」
を
「
譲
渡
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
合
併
及
び
省
令
第
二
条
の
四
第
一
項
に

規
定
す
る
分
割
」
を
「
相
続
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３�　

省
令
第
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
合
併
及
び
省
令
第
二
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
分
割
に
よ
る
地
位
の
承

継
の
届
出
書
は
、
様
式
第
三
号
の
四
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

様
式
第
一
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、

「

営
業
者
か
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
譲
り

受
け
た
こ
と
の
有
無

有　
・　
無

」
を

削
り
、
同
様
式
中
備
考
４
及
び
備
考
５
を
削
り
、
備
考
６
を
備
考
４
と
す
る
。

　

様
式
第
一
号
の
二
（
そ
の
一
）
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、

「

営
業
者
か
ら
無
店
舗
取
次
店
の
営
業
を
譲
り

受
け
た
こ
と
の
有
無

有　
・　
無

」
を

削
り
、
同
様
式
中
備
考
２
及
び
備
考
３
を
削
り
、
備
考
４
を
備
考
２
と
す
る
。

　

様
式
第
一
号
の
二
（
そ
の
二
）
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
の
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
三
号
の
三
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
三
号
の
四
と
す
る
。

　

様
式
第
三
号
の
二
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
三
号
の
三
と
す
る
。

　

様
式
第
三
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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様
式
第
四
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で
の
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
七
号
中
「第
８
条
第
１
項

」
を
「第

８
条

」
に
、
同
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
八
号
及
び
様
式
第
九
号
の
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�

　

理
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
六
号

　
　
　
理
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

理
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
宮
城
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
二
項
中
「
様
式
第
五
号
」
を
「
様
式
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
様

式
第
四
号
」
を
「
様
式
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
　

省
令
第
二
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
譲
渡
に
よ
る
地
位
の
承
継
の
届
出
書
は
、
様
式
第
四
号
と
す
る
。

　

第
五
条
第
一
項
中
「
様
式
第
六
号
」
を
「
様
式
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第
七
号
」
を
「
様
式
第

八
号
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
（
そ
の
一
）
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、

「
営
業
者
か
ら
理
容
業
を

譲
り
受
け
た
こ
と
の
有
無

有　
・　
無

」
を

削
り
、
同
様
式
備
考
１
か
ら
備
考
３
ま
で
を
削
り
、
備
考
４
を
備
考
１
と
し
、
備
考
５
を
備
考
２
と
す
る
。

　

様
式
第
一
号
（
そ
の
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
３
号
の
２
（
第
６
条
の
２
関
係
）

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
・
無
店
舗
取
次
店
営
業
承
継
届

�
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

�
住
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
生
年
月
日
　
　
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
生
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
�法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
�

所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

　
下
記
の
と
お
り
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
・
無
店
舗
取
次
店
の
営
業
者
の
地
位
を
譲
渡
に
よ
り
承
継
し
た
の
で
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
第
５
条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。

記

１
�　
譲
渡
人
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者

氏
名
）

氏
名

住
所

２
　
譲
渡
の
年
月
日

年
月

日

３
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
・
無
店
舗
取
次
店
の
名
称

名
称

４
�　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
所
在
地
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
業
務
用
車
両
の
保
管
場
所
及
び
自
動
車
登
録
番
号

若
し
く
は
車
両
番
号

所
在
地
又
は
業
務
用
車
両

の
保
管
場
所
及
び
自
動
車

登
録
番
号
・
車
両
番
号

　
備
考

　
　
１
　
営
業
の
譲
渡
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

　
　
２
�　
他
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
を
開
設
し
、
又
は
無
店
舗
取
次
店
を
営
ん
で
い
る
場
合
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所

又
は
無
店
舗
取
次
店
ご
と
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
。

　
　
　
⑴
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
名
称

　
　
　
⑵
�　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
所
在
地
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
業
務
用
車
両
の
保
管
場
所
及
び
自
動
車
登
録
番

号
若
し
く
は
車
両
番
号

　
　
　
⑶
　
従
事
者
数

　
　
　
⑷
　
従
事
者
中
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の
あ
る
と
き
は
、
そ
の
氏
名

　
　
３
�　
「
４
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
所
在
地
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
業
務
用
車
両
の
保
管
場
所
及
び
自
動
車
登

録
番
号
若
し
く
は
車
両
番
号
」
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
営
業
者
に
あ
つ
て
は
所
在
地
を
、
無

店
舗
取
次
店
の
営
業
者
に
あ
つ
て
は
業
務
用
車
両
の
保
管
場
所
及
び
自
動
車
登
録
番
号
又
は
車
両
番
号
を

記
入
す
る
こ
と
。

　
　
４
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。
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様式第１号（その２）（第２条関係）

構造及び設備の概要

１ 椅 子 　　　　　　　　　　脚（５脚以上の場合は、項目４で概要を記入すること）

２ 洗 髪 台 　有（　　　　台）　・　無（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３ 床 面 積

作 業 所：　　　　　　　　　　㎡

消 毒 所：　　　　　　　　　　㎡

待 合 所：　　　　　　　　　　㎡

その他（　　　　　　　）：　　　　　　　　　　㎡

合　　　　　　　　　　計：　　　　　　　　　　㎡

４
作 業 所、 消 毒 所�

及 び 待 合 所 の 区 画
　有　（概要：　　　　　　　　　　　　　　　）　・　　　　不要

５ 床 ・ 腰 板 の 材 質 コンクリート・タイル・リノリューム・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６ 天 井 の 材 質

７ 採 光 ・ 照 明 自然　・　人工　　　（作業面において100ルクス以上）

８ 換 気 自然　・　機械　　　（CO２濃度5,000ppm以下）

９ 消 毒 所 の 概 要
洗い場（流水装置）　　　　　　　　箇所

水 切 乾 燥 台　　　　　　　　　個

器具等の消毒設備　　　　　　　　　　個

手指の消毒設備　　　　　　　　　　　個

10
器 具 専 用 の 容 器

（ セ ッ ト 皿 等 ）
　　　　　　　　　　　個

11
器 具 戸 棚 等

（消毒済・未消毒を明示）
　　未消毒用　　　　　個　　・　　消毒済用　　　　　個

12 救 急 薬 品 箱 　　　　　　個　（内容物：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13
汚 物 箱 ・ 毛 髪 箱

（ ふ た 付 き の も の ）
汚物箱：　　　　　　　個 毛髪箱：　　　　　　　個

14
便 所 の 手 洗 い 設 備

（ 流 水 式 の も の ）
　　　　　　　　箇所

添付書類

　⑴　理容所の平面図（縮尺等を明示すること。）

　⑵�　理容師については、理容師免許証原本の確認を受け、結核、皮膚疾患、その他厚生労働大臣の指定する伝染性疾病の有無に関

する医師の診断書を添えること。

　⑶�　法第11条の４第１項に規定する理容所を開設しようとするときは、当該理容所の管理理容師が同条第２項の規定に該当するこ

とを証する書類（講習会課程修了証書の写し又は講習会課程修了証明書）を添えること。

　⑷�　開設者が外国人のときは、住民票の写し（住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第30条の45に規定する国籍等を記載したも

のに限る。）を添えること。
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様
式
第
一
号
（
そ
の
三
）
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
の
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
七
号
を
様
式
第
八
号
と
す
る
。

　

様
式
第
六
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
七
号
と
す
る
。

　

様
式
第
五
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
六
号
と
す
る
。

　

様
式
第
四
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
五
号
と
す
る
。

　

様
式
第
三
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第
4
号
（
第
４
条
関
係
）

理
容
所
開
設
承
継
届

�
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

�
住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
生
年
月
日
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
生
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
�法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
�

の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

　
下
記
の
と
お
り
理
容
所
の
開
設
者
の
地
位
を
譲
渡
に
よ
り
承
継
し
た
の
で
、
理
容
師
法
第
11条

の
３

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。

記

１
�　
譲
渡
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表

者
氏
名
）

氏
名

住
所

２
　
譲
渡
の
年
月
日

年
月

日

３
　
理
容
所
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

所
在

地

備
考
　
１
　
営
業
の
譲
渡
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

　
２
�　
届
出
者
が
外
国
人
の
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
。（
住
民
基
本
台
帳
法
第
30条

の
45

に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。）

　
３
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。
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附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
理
容
師
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
改
正
後
の
理
容
師
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�

　

美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
七
号

　
　
　
美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

美
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
宮
城
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
二
項
中
「
様
式
第
五
号
」
を
「
様
式
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
様

式
第
四
号
」
を
「
様
式
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
　

省
令
第
二
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
譲
渡
に
よ
る
地
位
の
承
継
の
届
出
書
は
、
様
式
第
四
号
と
す
る
。

　

第
五
条
第
一
項
中
「
様
式
第
六
号
」
を
「
様
式
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
様
式
第
七
号
」
を
「
様
式
第

八
号
」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
一
号
（
そ
の
一
）
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、

「

営
業
者
か
ら
美
容
業
を

譲
り
受
け
た
こ
と
の
有
無

有　
・　
無

」
を

削
り
、
同
様
式
中
備
考
１
か
ら
備
考
３
ま
で
を
削
り
、
備
考
４
を
備
考
１
と
し
、
備
考
５
を
備
考
２
と
す
る
。

　

様
式
第
一
号
（
そ
の
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第１号（その２）（第２条関係）

構造及び設備の概要

１ 椅 子 　　　　　　　　　　脚（５脚以上の場合は、項目４で概要を記入すること）

２ 洗 髪 台 　有（　　　　台）　・　無（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３ 床 面 積

作 業 所：　　　　　　　　　　㎡

消 毒 所：　　　　　　　　　　㎡

待 合 所：　　　　　　　　　　㎡

その他（　　　　　　　）：　　　　　　　　　　㎡

合　　　　　　　　　　計：　　　　　　　　　　㎡

４
作 業 所、 消 毒 所�

及 び 待 合 所 の 区 画
　有　（概要：　　　　　　　　　　　　　　　）　・　　　　不要

５ 床 ・ 腰 板 の 材 質 コンクリート・タイル・リノリューム・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

６ 天 井 の 材 質

７ 採 光 ・ 照 明 自然　・　人工　　　（作業面において100ルクス以上）

８ 換 気 自然　・　機械　　　（CO２濃度5,000ppm以下）

９ 消 毒 所 の 概 要
洗い場（流水装置）　　　　　　　　箇所

水 切 乾 燥 台　　　　　　　　　個

器具等の消毒設備　　　　　　　　　　個

手指の消毒設備　　　　　　　　　　　個

10
器 具 専 用 の 容 器

（ セ ッ ト 皿 等 ）
　　　　　　　　　　　個

11
器 具 戸 棚 等

（消毒済・未消毒を明示）
　　未消毒用　　　　　個　　・　　消毒済用　　　　　個

12 救 急 薬 品 箱 　　　　　　個　（内容物：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

13
汚 物 箱 ・ 毛 髪 箱

（ ふ た 付 き の も の ）
汚物箱：　　　　　　　個 毛髪箱：　　　　　　　個

14
便 所 の 手 洗 い 設 備

（ 流 水 式 の も の ）
　　　　　　　　箇所

添付書類

　⑴　美容所の平面図（縮尺等を明示すること。）

　⑵�　美容師については、美容師免許証原本の確認を受け、結核、皮膚疾患、その他厚生労働大臣の指定する伝染性疾病の有無に関

する医師の診断書を添えること。

　⑶�　法第12条の３第１項に規定する美容所を開設しようとするときは、当該美容所の管理美容師が同条第２項の規定に該当するこ

とを証する書類（講習会課程修了証書の写し又は講習会課程修了証明書）を添えること。

　⑷�　開設者が外国人のときは、住民票の写し（住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第30条の45に規定する国籍等を記載したも

のに限る。）を添えること。
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様
式
第
一
号
（
そ
の
三
）
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
の
様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
七
号
を
様
式
第
八
号
と
す
る
。

　

様
式
第
六
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
七
号
と
す
る
。

　

様
式
第
五
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
六
号
と
す
る
。

　

様
式
第
四
号
中
「，

」
を
「、

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
五
号
と
す
る
。

　

様
式
第
三
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第
4
号
（
第
４
条
関
係
）

美
容
所
開
設
承
継
届

�
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
殿

�
住
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
生
年
月
日
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日
生
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
�法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
�

の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

　
下
記
の
と
お
り
美
容
所
の
開
設
者
の
地
位
を
譲
渡
に
よ
り
承
継
し
た
の
で
、
美
容
師
法
第
12条

の
２

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
。

記

１
�　
譲
渡
人
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者

氏
名
）

氏
名

住
所

２
　
譲
渡
の
年
月
日

年
月

日

３
　
美
容
所
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

所
在

地

備
考
　
１
　
営
業
の
譲
渡
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。

　
２
�　
届
出
者
が
外
国
人
の
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
。（
住
民
基
本
台
帳
法
第
30条

の
45

に
規
定
す
る
国
籍
等
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。）

　
３
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
こ
と
。
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附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
等
の
事
業
活
動
の
継
続
に
資
す
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
の
旅
館
業
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
五
十
二
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
美
容
師
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
改
正
後
の
美
容
師
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
五
号

　

文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

文
書
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
二
項
中
「
除
き
」
の
下
に
「
、
電
磁
的
記
録
に
よ
り
作
成
又
は
取
得
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
」
を
加
え
る
。

　

第
十
条
第
一
項
第
十
号
及
び
同
条
第
四
項
第
十
号
中
「
電
子
計
算
機
の
入
出
力
装
置
及
び
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム
で
受

信
し
た
」
を
「
電
磁
的
記
録
で
受
信
し
、
又
は
送
達
さ
れ
た
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３�　

一
の
文
書
を
書
面
及
び
電
磁
的
記
録
の
双
方
で
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
、
電
磁
的
記
録
を
総
合
文
書
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
回
議
し
た
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
正
本
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
十
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並

び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
機
関

と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

指
定
年
月
日

は
ぎ
調
剤
薬
局

大
崎
市
古
川
大
宮
七
丁
目
七
番
二
五
号

令
和
四
年
十
一
月
一
日

ひ
の
で
薬
局

加
美
郡
加
美
町
字
大
門
四
九－

一

令
和
五
年
二
月
一
日

名
取
た
に
ぐ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

名
取
市
杜
せ
き
の
し
た
二
丁
目
五
番
地
の
七

令
和
五
年
七
月
一
日

マ
リ
ー
ン
調
剤
薬
局　

館
腰

店

名
取
市
植
松
四
丁
目
一
七－

一
七

令
和
五
年
七
月
三
十
日

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
守

名
取
市
増
田
三
丁
目
八
番
六
七
号

令
和
五
年
七
月
一
日

佐
々
木
小
児
科
医
院

気
仙
沼
市
本
郷
九
番
地
二

令
和
五
年
四
月
二
十
日

緑
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク

岩
沼
市
北
長
谷
字
畑
向
山
南
二
七－

二

令
和
五
年
一
月
一
日

フ
レ
ン
ド
薬
局
河
南

石
巻
市
須
江
字
舘
山
根
一
〇
七－

一

令
和
五
年
七
月
一
日

小
出
医
院

登
米
市
登
米
町
日
野
渡
内
ノ
目
三
二
九
番
地
一

令
和
五
年
七
月
一
日

ス
ト
レ
ス
ケ
ア
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
ル
メ
ー
ト

名
取
市
杜
せ
き
の
し
た
五
丁
目
一
二－

一

令
和
五
年
七
月
十
六
日

東
町
調
剤
薬
局

栗
原
市
築
館
伊
豆
一
丁
目
六－

二
〇

令
和
五
年
七
月
一
日

医
療
法
人
清
仁
会　

中
新
田

ク
リ
ニ
ッ
ク

加
美
郡
加
美
町
字
大
門
二
〇

令
和
四
年
七
月
一
日

本
塩
釜
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ

ッ
ク

塩
竈
市
北
浜
一
丁
目
七－

七

令
和
五
年
七
月
一
日

古
川
青
葉
調
剤
薬
局

大
崎
市
古
川
北
町
一－

九－

三
七

令
和
五
年
八
月
十
六
日

く
る
み
薬
局

大
崎
市
古
川
李
埣
二
丁
目
六－

一
一

令
和
五
年
八
月
一
日

フ
ジ
薬
局
白
石
店

白
石
市
字
銚
子
ヶ
森
一
〇－

四
三

令
和
四
年
六
月
一
日

ス
エ
ヒ
ロ
歯
科
医
院

柴
田
郡
大
河
原
町
大
谷
字
末
広
四
五－

一

令
和
五
年
七
月
一
日

よ
こ
や
ま
医
院

加
美
郡
加
美
町
西
町
七
八
番
地
一

令
和
五
年
八
月
一
日
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遠
藤
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

大
崎
市
古
川
中
島
町
一－

二
八

令
和
五
年
八
月
一
日

医
療
法
人
Ｓ
Ａ
Ｉ
皓
世
会　

さ
く
ら
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク

富
谷
市
成
田
四－

一
一－

五

令
和
五
年
八
月
一
日

医
療
法
人
新
中
道
皮
ふ
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

宮
城
郡
利
府
町
新
中
道
二
丁
目
五
番
一
〇
号

令
和
五
年
六
月
一
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
一
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

廃
止
年
月
日

一
般
社
団
法
人
栗
原
市
医
師

会
臨
時
診
療
所
栗
原
地
域
外

来
・
検
査
セ
ン
タ
ー

栗
原
市
築
館
藤
木
五－

一

令
和
五
年
四
月
二
十
八
日

ひ
が
し
薬
局
七
ヶ
宿

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
字
関
一
八
四
番
地
一

令
和
五
年
四
月
三
十
日

た
か
は
し
二
丁
目
薬
局

多
賀
城
市
高
橋
二－

一
六－

五

令
和
五
年
六
月
一
日

新
中
道
皮
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

宮
城
郡
利
府
町
新
中
道
二
丁
目
五
番
一
〇
号

令
和
五
年
六
月
十
四
日

結
城
記
念
み
な
と
産
婦
人
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
小
金
丁
二
二
番
地
五

令
和
五
年
六
月
三
十
日

名
取
た
に
ぐ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

名
取
市
杜
せ
き
の
し
た
二
丁
目
五
番
地
の
七

令
和
五
年
六
月
三
十
日

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
守

名
取
市
増
田
三
丁
目
八
番
六
七
号

令
和
五
年
六
月
三
十
日

ス
エ
ヒ
ロ
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク

柴
田
郡
大
河
原
町
大
谷
字
末
広
四
五－

一

令
和
五
年
六
月
三
十
日

東
町
調
剤
薬
局

栗
原
市
築
館
伊
豆
一－

六－

二
〇

令
和
五
年
六
月
三
十
日

安
藤
歯
科
医
院

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
小
金
丁
二
三

令
和
五
年
七
月
一
日

佐
々
木
内
科
医
院

栗
原
市
若
柳
川
北
欠
二
一－

一

令
和
五
年
七
月
一
日

ア
イ
ン
薬
局
本
船
迫
店

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
本
船
迫
字
上
町
二
六－

三

一

令
和
五
年
七
月
三
十
一
日

ふ
な
ば
さ
ま
医
院

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
本
船
迫
字
上
町
二
六
番
地

の
三
二

令
和
五
年
七
月
三
十
一
日

く
る
み
薬
局

大
崎
市
古
川
李
埣
二
丁
目
六－

一
一

令
和
五
年
八
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
二
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

変
更
年
月
日

変
更
前

三
浦
ク
リ
ニ
ッ
ク

亘
理
郡
亘
理
町
字
新
町
四
〇

令
和
五
年
四
月
一
日

変
更
後

亘
理
郡
亘
理
町
字
新
町
五
三－

二

変
更
前

よ
こ
や
ま
医
院

加
美
郡
加
美
町
字
町
裏
三
九
五
番
地
一

町
裏
三
九
五－

四
号
棟

令
和
五
年
八
月
一
日

変
更
後

加
美
郡
加
美
町
字
西
町
七
八
番
地
一

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
三
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二
（
中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に

関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を

含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
施
術
者
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　



第445号　令和５年10月13日　金曜日 （10）宮　　城　　県　　公　　報

氏　
　

名

施
術
所
の
名
称

住
所
又
は
施
術
所
の
所
在
地

変
更
年
月
日

変
更
前

佐
々
木　

智

徳

佐
々
木
接
骨
院

加
美
郡
加
美
町
字
赤
塚
二
〇
二－

一

令
和
五
年
五
月

一
日

変
更
後

加
美
郡
加
美
町
字
町
裏
二
八
六－

一

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
四
十
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
志
津
川
都
市
計
画
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

　

な
お
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
に

つ
い
て
の
関
係
図
書
を
宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

志
津
川
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

二　

都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

　
　

志
津
川
都
市
計
画
区
域
の
全
域

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
警
察
文
書
管
理
サ
ー
バ
賃
貸
借　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
五
年
九
月
十
四
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

Ｎ
Ｘ
・
Ｔ
Ｃ
リ
ー
ス
＆
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社
仙
台
支
店

　

仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
三
丁
目
一
番
一
号

五　

落
札
金
額　

一
億
一
千
百
二
十
万
三
千
四
百
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
五
年
七
月
二
十
八
日

議

会

〇
宮
城
県
議
会
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
七
号
。
以
下
「
条
例
」

と
い
う
。）
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
度
に
お
け
る
条
例
の
施
行
の
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
議
会
議
長　
　

菊　
　

地　
　

恵　
　

一　
　

令
和
四
年
度

１
　
公
文
書
の
開
示
請
求
の
件
数
及
び
処
理
状
況

受
付
件
数

処
　
　
　
　
理
　
　
　
　
状
　
　
　
　
況

開
示
部
分
開
示
非
開
示
存
否
応
答

拒
否
文

書
不
存
在
取
下
げ
処
理
中

8
8

0
0

0
0

0
0

　
（
注
�）「
存
否
応
答
拒
否
」
と
は
、
請
求
の
あ
っ
た
公
文
書
の
存
否
を
明
ら
か
に
し
な
い
決
定
を
言
い
、「
文
書
不
存

在
」
と
は
、
請
求
の
あ
っ
た
公
文
書
を
保
有
し
て
い
な
い
決
定
を
言
う
。

２
　
審
査
請
求
の
状
況

　
⑴
　
件
数
及
び
処
理
状
況

審
査
請
求
件
数

処
　
　
　
　
理
　
　
　
　
状
　
　
　
　
況

前
年
度

か
ら
の

繰
越
件

数
　
　

当
該
年

度
中
の

新
規
請

求
件
数

決
　
　
　
　
　
　
　
定

取
下
げ
審
理
中
そ
の
他

却
下
棄

却
認

容
一
部
認
容

0
0

0
0

0
0

0
0

0

　
（
注
）「
そ
の
他
」
と
は
、
宮
城
県
議
会
情
報
公
開
審
査
会
に
未
だ
諮
問
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
言
う
。

　
⑵
　
件
名
及
び
処
理
状
況

審
査
請
求
年
月
日

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

処
理
状
況

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
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教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
二
号

　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

佐　
　

藤　
　

靖　
　

彦　
　
　

　
　
　
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
第
一
号
の
表
第
七
号
13
中
「
聴
取
」
を
「
徴
収
」
に
改
め
、
同
号
14
中
「
自
家
用
自
動
車
」
を
「
庁
用
自

動
車
以
外
の
自
動
車
」
に
改
め
、「
承
認
」
の
下
に
「
、
運
転
命
令
及
び
報
告
の
徴
収
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
十
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
三
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

佐　
　

藤　
　

靖　
　

彦　
　
　

一　

日　

時　

令
和
五
年
十
月
十
八
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室

三　

事　

件

　
　

第
一
号
議
案　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
二
号
議
案　

県
立
特
別
支
援
学
校
学
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１�　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
一
一
）

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
九
十
六
号

　

平
成
七
年
宮
選
管
告
示
第
八
号
（
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

令
和
五
年
十
月
十
三
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

皆　
　

川　
　

章
太
郎　
　
　

　

岩
沼
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

岩
沼
市
吹
上
地
区
集
会
所�

同　

市
吹
上
一
丁
目
一
〇
番
三
七
号　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
矢
野
目
地
区
集
会
所�

同　

市
下
野
郷
字
北
谷
地
二
二
五
番
地
の
一　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
平
等
団
地
地
区
集
会
所�

同　

市
平
等
一
丁
目
四
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
二
木
西
地
区
集
会
所�

同　

市
二
木
一
丁
目
四
番
一－

七
号　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
志
賀
地
区
集
会
所�

同　

市
志
賀
字
長
坂
九
二
番
地
の
二　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
土
ケ
崎
集
会
所�

同　

市
土
ケ
崎
三
丁
目
八
番
一
号　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
矢
野
目
地
区
中
央
集
会
所�

同　

市
下
野
字
舘
外
二
番
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
荒
井
地
区
集
会
所�

同　

市
荒
井
八
八
番
四
九　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
里
の
杜
地
区
集
会
所�

同　

市
里
の
杜
三
丁
目
二
一
番
八
号　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
三
軒
茶
屋
地
区
集
会
所�

同　

市
早
股
字
松
原
二
五
三
番
地
の
六　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
た
け
く
ま
集
会
所�

同　

市
た
け
く
ま
一
丁
目
八
番
三
号　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
玉
浦
西
地
区
西
集
会
所�

同　

市
玉
浦
西
二
丁
目
六
番
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
玉
浦
西
地
区
中
集
会
所�

同　

市
玉
浦
西
二
丁
目
七
番
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
沼
市
玉
浦
西
地
区
東
集
会
所�

同　

市
玉
浦
西
三
丁
目
一
一
番
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

東
部
地
区
老
人
憩
の
家�

同　

市
押
分
字
奥
山
一
八
七
番
地
の
二　
　
　
　
　
　
　

　

西
部
地
区
老
人
憩
の
家�

同　

市
た
け
く
ま
三
丁
目
六
番
八
号　
　
　
　
　
　
　
　


